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本論文は , 「EFFECTS OF SHAPE OF TOOL EDGE ON CUTTING DEFORMATION 
OF POLYSTYRENE RECTANGLE BAR TO WEDGE INDENTATION (くさび押込みを
受けるポリスチレン矩形棒材の切断変形に及ぼす工具先端形状の影響)」と題し , 5 章から
構成されている .  
第 1 章「Introduction」では , ニッパや爪切りをベースとした手工具の生産技術領域で , 
製造技術の観点から課題となっている定量的な切れ味性能の評価方法の必要性や分野を特
化した工具刃の開発の必要性について概要を示している . 工具の性能を定量評価するため , 
計装化と取り付け治具の設計・開発について概要を述べるとともに , くさび刃による突っ
切り加工の従来の研究について概要を紹介し , 取り組む課題の解析方法の方向性を示して
いる . また , 加工対象として , ホビー用ニッパの需要からポリスチレン(PS) 矩形棒材に注
目し , 爪切りの評価材料 (爪に近い物性 )としての選定についても述べて , 取り組む方向性
を 明 ら か に し て い る . 第 2 章 「 Estimation of Wedge Angle Effect on Cutting 
Characteristics and Shear Edge Trace of Polystyrene Bars」では , 負荷応答の安定した
計測を実現し , 金属線用ニッパとホビー用ニッパの共通点と相違点について考察して , 開
発したニッパの特徴を明らかにしている . 第 3 章「Effect of Wedge Tip Thickness of Nail 
Clipper on Cutting Characteristics and Shear Edge Trace of Polystyrene Ribbons」で
は , 従来の爪切りと開発した爪切りの性能について , 定量的に明らかにして , 切断時の動
的信号の発生と負荷応答と切り口形状の関係について解明している . 第 4 章「Effect of 
Anvil Profile on Cutting Characteristics of Polystyrene Bar subjected to Wedge 
Indentation」では , 第 2, 3 章で得た研究成果をもとに , 刃先形状の主な寸法因子と  PS 矩
形棒材の切断性能  (切り口形状 , 破面 , 静的安定性 ) との関係をある範囲で解析するよう
に企画し , 2 次元のくさびとアンビルとの組み合わせによる  PS 矩形棒材の切断特性につ
いて , 実験と破断変形を含む数値計算から明らかにしている .  第 5 章「Conclusions and 
Prospects」では , 本研究を総括しまとめている .  
以上のことから , 本研究では , アンビルの形状効果が切断性能におよぼす影響を明らか
にし , 切断機構に関する有用な知見を得た . よって , 本論文は工学上及び工業上貢献する
ところが大きく , 博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認める . 
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